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今
年
も
昨
年
同
様
、
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
の
開
催

と
な
っ
た
（
写
真
）
。

開
拓
組
織
か
ら
は
連
盟
１４

会
員
組
織
の
代
表
、
全
開
連

・
全
国
開
拓
振
興
協
会
役
職

員
ら
３０
名
が
出
席
。

農
水
省
か
ら
は
、畜
産
局
、

農
産
局
、
消
費
・
安
全
局
、

経
営
局
各
課
の
担
当
官
１３
名

が
出
席
し
た
。

昨
年
６
月
に
連
盟
が
同
省

に
提
出
し
た
「
２３
年
度
畜
産

・
酪
農
政
策
並
び
に
予
算
に

関
す
る
要
請
」
の
重
要
項
目

（
①
国
内
畜
産
・
酪
農
業
の

経
営
安
定
対
策
と
生
産
基
盤

の
拡
充
・
強
化
②
畜
産
関
連

補
助
事
業
の
拡
充
・
強
化
③

国
際
貿
易
協
定
発
効
に
伴
う

関
連
対
策
の
拡
充
・
強
化
な

ど
６
項
目
）
を
中
心
に
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

連
盟
・
菊
地
文
夫
委
員
長

の
挨
拶
の
後
、
畜
産
局
企
画

課
・
関
村
静
雄
課
長
が
挨
拶

で
「
畜
産
・
酪
農
の
現
場
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
配
合
飼

料
価
格
安
定
制
度
を
確
実
に

運
用
す
る
た
め
に
多
く
の
予

算
を
確
保
し
て
い
る
。
そ
の

他
関
連
対
策
に
つ
い
て
様
々

な
政
策
を
行
う
。
こ
れ
ら
が

生
産
現
場
に
活
用
で
き
る
よ

き

た
ん

う
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を
伺

い
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、同
省
各
課
か
ら
、

重
要
項
目
に
関
係
す
る
２２
年

度
補
正
・
２３
年
度
当
初
予
算
、

２３
年
度
畜
産
物
価
格
関
連
対

策
の
説
明
が
あ
っ
た
。

開
拓
組
織
の
代
表
か
ら

は
、
意
見
や
要
望
・
質
問
が

相
次
い
だ
。

酪
農
経
営
改
善
緊
急
支
援

事
業
（
生
乳
の
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
を
改
善
す
る
た
め
、
一
定

期
間
、
早
期
に
乳
用
経
産
牛

を
リ
タ
イ
ア
さ
せ
生
産
抑
制

し
た
場
合
に
奨
励
金
を
交
付

す
る
事
業
）
に
つ
い
て
反
対

の
意
見
が
あ
り
、
「
経
費
高

騰
の
苦
し
い
経
営
状
態
で
、

こ
れ
以
上
減
産
し
て
収
入
を

減
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
酪
農
は
長
年
の
積
み
重

ね
で
経
営
を
培
っ
て
き
た
。

簡
単
に
減
産
し
て
も
、
い
ざ

増
産
す
る
の
は
容
易
で
は
な

い
」
と
し
て
脱
脂
粉
乳
等
の

過
剰
在
庫
を
減
ら
す
対
策
を

求
め
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
畜
産
の
危
機
的
状
況
を
、

現
場
に
来
て
農
家
の
声
を
聞

い
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
上

が
っ
た
。

牛
マ
ル
キ
ン
の
補
て
ん
金

の
算
出
方
法
に
つ
い
て
の
質

問
や
、
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
の
国
産
飼
料
原
料

を
、
ス
ム
ー
ズ
に
活
用
で
き

る
よ
う
な
施
策
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
進
め
て
欲
し
い
な
ど

の
意
見
が
出
た
。

そ
れ
ら
に
対
し
て
各
担
当

官
か
ら
は
見
解
を
示
し
な
が

ら
丁
寧
に
受
け
答
え
を
行
っ

た
。
ま
た
、
生
産
現
場
に
足

を
運
び
た
い
と
述
べ
た
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
２
月
１５
日
、
農
水
省
と
の
「
畜
産
・
酪
農
の
振
興
に
関
す
る

意
見
交
換
会
」
を
Ｗ
ｅ
ｂ
方
式
で
開
催
し
た
。
同
省
関
係
各
課
か
ら
の
２２
年
度
補
正
・

２３
年
度
当
初
予
算
の
説
明
に
対
し
て
、
開
拓
組
織
の
代
表
者
ら
は
畜
産
・
酪
農
が
置
か

れ
て
い
る
厳
し
い
現
状
を
説
明
し
、
さ
ら
な
る
支
援
対
策
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

農
水
省
は
３
月
１
日
に
開

い
た
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
審
議
会
食
糧
部
会
で
、
２３

年
度
の
「
麦
の
需
給
に
関
す

る
見
通
し
」（
案
）を
示
し
、

了
承
さ
れ
た
。

麦
の
自
給
率
は
低
く
、
国

内
産
麦
で
満
た
せ
な
い
需
要

分
に
つ
い
て
は
国
家
貿
易
に

よ
り
外
国
産
麦
を
計
画
的
に

輸
入
す
る
。
同
省
は
毎
年
、

麦
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定

を
図
る
た
め
、
同
見
通
し
を

策
定
し
て
い
る
。

▼
小
麦

日
本
の
人
口
は
近
年
減
少

局
面
を
迎
え
て
い
る
も
の

の
、
食
糧
用
小
麦
の
１
人
当

た
り
の
年
間
消
費
量
は
１
９

７
４
年
以
降
、
お
お
む
ね
３１

〜
３３
㌕
で
安
定
的
に
推
移
し

て
い
る
。

食
糧
用
小
麦
の
総
需
要
量

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
外
食

等
の
需
要
減
か
ら
回
復
基
調

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
２３
年
度

に
つ
い
て
は
前
年
度
と
同
じ

対
前
年
度
比
（
１
０
１
％
）

に
よ
り
算
出
し
、
５
６
２
万

㌧
と
し
た
。

生
産
量
に
つ
い
て
は
、
２３

年
産
の
作
付
予
定
面
積
と
、

直
近
３
ヵ
年
の
１０
㌃
当
た
り

収
量
の
平
均
値
な
ど
を
基
に

１
０
１
万
㌧
と
見
通
し
た

（
２２
年
度
見
込
み
は
９０
万

㌧
）
。

外
国
産
の
輸
入
量
（
政
府

か
ら
の
販
売
数
量
）
は
、
総

需
要
量
か
ら
国
内
産
流
通
量

（
９４
万
㌧
の
見
通
し
）
及
び

米
粉
用
国
内
産
米
流
通
量

（
５
万
㌧
の
見
通
し
）
を
差

し
引
い
た
需
要
量
に
、
備
蓄

数
量
の
増
減
分
を
加
え
た
４

６
４
万
㌧
と
見
通
し
た
。

▼
大
麦
・
は
だ
か
麦

食
糧
用
大
麦
及
び
は
だ
か

麦
の
総
需
要
量
は
、
主
食
用

の
需
要
が
減
少
傾
向
に
あ
る

一
方
、
焼
酎
の
家
庭
内
需
要

や
麦
茶
の
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン

需
要
が
増
加
し
て
お
り
、
ま

た
、
外
食
等
の
需
要
回
復
に

よ
り
発
泡
酒
等
の
需
要
増
が

見
込
ま
れ
、
全
体
と
し
て
堅

調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２３
年

度
に
つ
い
て
は
、
過
去
７
年

間
の
平
均
総
重
量
に
主
食
用

の
需
要
減
を
考
慮
し
た
３３
万

㌧
と
見
通
し
た
。

生
産
量
は
２３
年
産
の
作
付

予
定
面
積
に
、
直
近
３
ヵ
年

の
１０
㌃
当
た
り
収
量
の
平
均

値
な
ど
を
基
に
１５
万
㌧
と
見

通
し
た
（
２２
年
度
見
込
み
も

同
じ
）
。

外
国
産
の
輸
入
量（
同
）は

総
需
要
量
か
ら
流
通
量
（
１５

万
㌧
の
見
通
し
）
を
差
し
引

い
た
１８
万
㌧
と
見
通
し
た
。

農
水
省
は
３
月
１
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
糧
部
会
を
開
き
、
主
食

用
米
の
需
給
見
通
し
な
ど
の

基
本
方
針
（
案
）
を
示
し
、

了
承
さ
れ
た
。

２３
／
２４
年
（
２３
年
７
月
〜

２４
年
６
月
ま
で
の
１
年
間
、

以
下
同
様
）
の
需
要
見
通
し

は
、
６
８
０
万
㌧
（
前
年
の

見
込
み
６
９
１
万
㌧
）
で
１１

万
㌧
減
と
し
た
（
表
）
。

各
年
の
主
食
用
米
の
１
人

当
た
り
の
年
間
消
費
量
は
９６

／
９７
年
で
７５
・
０
㌕
だ
っ
た

が
、
２１
／
２２
年
で
は
５５
・
９

㌕
と
２５
年
間
で
約
２０
㌕
も
減

っ
て
い
る
（
図
）
。
こ
れ
ら

の
実
績
か
ら
、

２２
／
２３
年
の
年

間
消
費
量
を
５５

・
４
㌕
、
２３
／

２４
年
を
５４
・
８

㌕
と
そ
れ
ぞ
れ

推
計
し
、
各
年

の
日
本
の
人
口

の
推
計
値
を
乗

じ
て
需
要
見
通

し
を
算
出
し

た
。

２３
年
の
主
食
用
米
生
産
量

の
見
通
し
は
、
長
期
ト
レ
ン

ド
で
み
れ
ば
需
要
が
毎
年
１０

万
㌧
程
度
減
少
し
、
２３
／
２４

年
の
需
要
量
を
６
８
０
万
㌧

と
見
込
む
中
で
、
２２
年
産
米

（
６
７
０
万
㌧
）
と
同
水
準

の
作
付
面
積
と
し
て
生
産
量

を
設
定
し
て
も
、
６
６
９
万

㌧
と
需
要
量
を
１１
万
㌧
下
回

る
こ
と
か
ら
、
前
年
と
同
水

準
の
作
付
面
積
と
し
て
６
６

９
万
㌧
と
設
定
し
た
。

こ
の
結
果
、
２３
／
２４
年
の

主
食
用
米
等
の
供
給
量
の
合

計
の
見
通
し
は
、
２３
年
６
月

末
の
民
間
在
庫
量
が
１
９
１

万
㌧
の
場
合
は
８
６
０
万

㌧
、
１
９
７
万
㌧
の
場
合
は

８
６
６
万
㌧
と
な
る
。

国
が
行
う
備
蓄
に
つ
い
て

は
、
米
穀
の
生
産
量
の
減
少

に
よ
り
そ
の
供
給
が
不
足
す

る
事
態
に
備
え
、
必
要
な
数

量
の
米
穀
を
在
庫
と
し
て
保

有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。毎

年
６
月
末
時
点
で
の
在

庫
量
１
０
０
万
㌧
程
度
を
現

行
の
適
正
水
準
と
し
て
、
需

給
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
必
要

な
数
量
を
保
有
す
る
こ
と
と

す
る
。

同
部
会
に
出
席
し
た
委
員

か
ら
は
、
需
給
安
定
を
評
価

す
る
声
や
、
引
き
続
き
作
付

け
転
換
が
重
要
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
あ
る
委
員
は
、「
気

候
変
動
な
ど
も
あ
り
、
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
時
代

な
の
で
、
減
産
に
つ
い
て
は

毎
年
丁
寧
な
検
討
を
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
話
し
た
。

野
村
哲
郎
農
相
は
２
月
２４

日
の
会
見
で
、
今
年
度
の
乳

製
品
の
輸
入
枠
の
中
で
、
す

で
に
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て

い
る
脱
脂
粉
乳
の
入
札
を
行

わ
ず
、
他
の
乳
製
品
に
振
り

分
け
る
方
針
を
示
し
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ（
世
界
貿
易
機
関
）

協
定
に
基
づ
く
カ
レ
ン
ト
ア

ク
セ
ス
（
乳
製
品
の
輸
入
枠

が
生
乳
換
算
１３
万
７
千
㌧
）

に
沿
っ
た
入
札
枠
が
、
今
年

度
１
月
末
で
１２
万
７
千
㌧
落

札
済
み
で
残
り
が
１
万
㌧
と

な
っ
て
い
る
。
脱
脂
粉
乳
の

輸
入
枠
は
７
５
０
㌧
で
、
こ

の
う
ち
３
２
１
㌧
は
入
札
済

み
で
残
り
が
４
２
９
㌧
と
な

っ
て
い
た
。

残
り
の
枠
を
３
月
末
ま
で

に
、
バ
タ
ー
や
ホ
エ
イ
、
バ

タ
ー
オ
イ
ル
な
ど
、
他
の
乳

製
品
に
振
り
分
け
て
入
札
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

乳
製
品
の
輸
入
枠
は
、
国

会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。

２０２３／２４年の主食用米等の需給見通し（万㌧）
１９１～１９７
（２１８）
６６９
（６７０）
８６０～８６６
（８８８）
６８０

（６９１～６９７）
１８０～１８６
（１９１～１９７）

※（ ）内は２２／２３年の見通し （農水省の資料から）

ａ

ｂ

ｃ＝ａ＋ｂ

ｄ

ｅ＝ｃ－ｄ

２３年６月末の
民間在庫量
２３年産主食用
米等生産量
２３／２４年主食用
米等供給量 計
２３／２４年主食用
米等需要量
２４年６月末の
民間在庫量

畜
産
・
酪
農
の
窮
状
を
訴
え
る

同
水
準
の
転
換
で
需
給
均
衡

畜
産
・
酪
農
の
窮
状
を
訴
え
る

畜
産
・
酪
農
の
窮
状
を
訴
え
る

連 盟

２３
／
２４
年
主
食
米
需
給
見
通
し

農
水
省
と
の
意
見
交
換
会

脱
脂
粉
乳
以
外
で
入
札

小
麦
需
要
は
回
復
基
調

２３
年
度
麦
の
需
給
見
通
し

乳
製
品
輸
入
枠
は
変
わ
ら
ず

Ｗｅｂ方式での会議の様子

・「食料・農業 知っておきたい話」―１１９―（２面）
・酪農家戸数減少に危機感 （３面）
・事故「自分事」で防止を―春の農作業安全確認
運動スタート― （４面）
・果樹凍霜害危険度推定シート公開 （５面）
・牛乳の異味異臭対策を発見 （６面）
・乳去勢 堆肥化過程で温室効果ガス半減（７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
















